
毎回いろんな浄水場(施
設)等に連れて行ってい
ただき、貴重な見学をさ
せていただき、安全な水
を提供してもらっている
ことを再確認しました。

感想
１研修を重ねるうちに、水
道水が 安全でおいし
いと感じました。
２独立採算制で事業を
行っていることを知り、
今後の展開が大変だと
思います。

1班 安全
⑴と⑵をうけて、意見交換をうけて…

⑴

再確認

２０１７．１１．１５（水）

⑴今までのモニター研修の

まとめ感想（自己紹介）

⑵意見交換①

下水道 業務・・・

上水道 料金・・・別々
配管・・・

⑶意見交換② 給水・・・配水

（提言等） ・支水管

（期待すること） ・本管

⑷おしゃべり

（クールダウン）

～おつかれ様でした。～

気楽に．．．

さわやかに．

感想
くみあげた水が1日で水道
の蛇口から、使っているこ
とにビックリ！

感想
水の検査が多いことを
知った。

感想
水の排水していることが、
自分の口につながってい
ることに気づいた。

感想
水の検査のデータが
使用している側に表示
されていないのでは？

感想
１水道水の恩恵広報活用。
２モニターとの連携活動。

新水道ビジョンをもっと
深く知りたい。

上下水道工事をすると水

道料高い。

㊤水道
㊦水道

①安全から安定へ

（☓安全ボケ）

②人による管理（人材育成）

③期待＝信頼（☓信用）

・水質検査・・・安全・おいしさ．．．新潟市水道

・水道事業のしくみ・・・収益の向上．

改善．改修．

・口に入る水道・・・安全．

・水質検査・・・安全／検査の表示．明記は？

（領収書．請求書）

・水道水の恩恵！＝水道の価値！

東日本大震災

広報活動の拡大へ．職員の努力

・モニター＠２０～２５人・・・・職員≒３５０人

※300人 連携活動の推進は？

・ビジョンの深化学

・上下水道工事による料金の増加？

≪下水道担当は別≫

・安全→安定
・人による・・・

・期待

安心...

〝安全・安定〟ｷｰﾜｰﾄﾞ

⑶

＝小・中～高…施設見学を推進節水

広報 ＝知らせる（紙ベースで？）

安全 財源の確保...

現
状

(SAIKAKUNIN)

❁安定・・・過去の事案・事例から
学んだことは？

雷あり… (一時…)

・業務の管理向上＝異動等のルールは？
人がおこなうもの

技術職 事務職

小学生は今現在、各自毎日すいとう持参と
聞いているが
水道水は・・・ 熱中症予防

柳都物語（ペットボトル）をスーパー等に
特別に格安に販売する予定は??

災害用が第一義

提言
１保育園、小・中学校への
勧進 施設へ見学を積極的に

要望
１水道局の財務状況

水道管 本管
老朽化

(配水管)
給水管

(各個人負担)

50年間、財源を確保して、入替中

上水道

下水道
の
ち
が
い
・
・
・

東区石山近く
中野山小学校の
水筒持参と
給食の矛盾！

浄水場が下流にあるから
水田地帯→農薬
街場 →排水
心配だと言う意見が出た
安全だという広報活動必要

・料金

・改修

・担当課

（
）⊡情報確認

・安全性

・災害／有事

・最近の管

もうからない

コストの問題あり

『東京水』に対抗して／市役所の（地下）生協で販売＝あり！

⑷

◐

◐

◐

◐

見やすい

①注目する
わかりやすい

知らせる

（広報）

興味・関心

イベントの開発

～新しい時代・年代対応～

②連携・チームワーク 官民一体 期待

③実生活にてらしあわせて....
現実に

かかる... 節水

（水の売り上げダウン）

≒４０㎥

２カ月／4,903円

は別

＞分担

＞

ﾓﾆﾀ-に応募したきっかけ

配管の汚れ

一年中持参し

ている

⑵



2班 安全
その他

PR

コスト減
水道水の安全
は、やはり直に
施設等を見学
すること。
やはりインパク
トが違う。

小学生に理解
してもらえる一
番の方法は、
目で見て、にお
いとかを感じる
ことが必要と思
う。

モニターＴＶは
どこの教室に
もあるので、９
月に観たビデ
オの子供向け
を作り、学校授
業等で紹介し
てもらうことは。
すでにやられ
ているまもしれ
ませんが。

最終安全
チェックは「人」
がする・・・・・。
意外というか
納得しました。

自然災害
今後起こりうる
地震に備えて
「耐震管」への
入れ替え。

料金収受は順
調か。
公共料金「ライ
フライン」
電機、ガス、水
道。

安全性につい
ては、十分理
解できた。
しかし維持する
にはコストがか
かる。
値上がりがベ
ターか？

施策
水質管理の充
実、強化にお
いては、十分
すぎるほど安
心・安全である
ので、欲を言え
ば、ＩＴ化にして
人件費を減ら
す。

収入をあげる
ために備蓄用
の１．５ℓ、２ℓの
大きいペットボ
トルを販売して
ほしい。

飲用水と生活
水を分けて配
水する方法を
考えてもいいと
思う。
（例）
生活水は現状
のままで、飲食
用を各家庭に
配る方法を考
えるなど。

安全を維持す
るために

・検査
・人
・施設

お金が必要。
収入を上げる。

安全を知っても
らうために
モニター制度
の二期制とす
る。

モニター人数
が増える。

報酬の問題。

最近は「節水」
とあまり聞かな
いが・・・・・。
日常生活で活
かしていくため
にも、アドバイ
スをください。

市民は安全を
前提に水を
使っている。安
全性をＰＲする
方法として、テ
レビなどのＰＲ
が必要。紙の
みでは読まな
い。

「水先案内」
役割は幅広くＰ
Ｒするためな
ので、現状で
時代にあった
編集で願いま
す。

小４の学習だ
けでなく、ＰＴＡ
活動を巻き込
んで、親、大人、
中学生、高校
生、大学生、教
員いろんな人
が見学、実験
できるしくみ。

〈１〉見学ルート
の改善
①高架配水塔
の屋上もぜひ
見学させたい。
②水辺の広場
“せせらぎ”に
も行って稲架
木をバックに記
念写真も！
③中央監視室
にも入れる。
ＴＶモニターで
各所観測して
いるのを見せ
てやる。

水を大量に利
用する企業を
誘致する。

水道メーター
の検針に来る
人に、宣伝活
動をやってもら
たらどうか。
アンケートを取
るのも良いか
も。
雨水ますのす
すめも良いか
も。

（有料）
現状あるもの
を利用。
緑が多く空気
が良い。
癒しの場として
子供、大人が
利用できる自
由空間を作る。

ＴＶ、スマホに
子供が喜んで
見る。文字は
難しいので分
かりやすく。
ＴＶスポットに
入れる。

新潟市の水道
水はすごいん
だという宣伝。
他自治体とくら
べてこれも、あ
れもしている！
ＨＰ、講演会。

子供たちが水
道の安全の大
切さを感じて水
道ファンになっ
てもらえるよう
努め、彼らが
水道ファンとし
て仲間や家族
につなげれば
“安全でおいし
い水道水の供
給”を守ってい
けるのではな
いか！

〈１〉
小学４年生の
見学者が全体
の7割くらい。
この子供たち
への見学時の
中身の充実が
大切。

④魚類探視モ
ニターも！
（養殖メダカ）
⑤ビデオだけ
でなく、パンフ
の抜粋を２枚
程度配る。

各市町村とも
合併しムリ・ム
ダを省いてＩＴ
化をする。

かなり高レベ
ルの安全性が
保たれている
水なので、たく
さんの人に皆
さんの努力、
尽力を知っても
らいたい。
安全を当然と
思ってほしくな
い。

〈３〉
小学生の見学を増
やすために、広報
紙の“水先案内”を
より有効に活用で
きるようにする改善
案を提言する。

〈３〉
“水先案内”の改善
案
①年4回→年12回
６項→４項
②小学生の見学を
紹介する。礼状、感
想文、絵など。→こ
れをシリーズ化する。
③キャラクター水太
郎をうまく活用する。
④見学時の写真な
どを！

安全をもっと
知ってもらうた
めに
・テレビ
・ラジオ
・新聞
・Ｔｗｉｔｔｅｒ
・イベント

〈２〉
小学４年生が
市内で約６割
が見学に来て
いる。
あとの約４割
の子供たちが
見学に来るよう
に努力が大切。
①→学校へ
ピーアール。
②さわやかトー
クの活用も。

安全な水は理
解しています
のでそれの宣
伝方法を考え
て。

竹尾配水場で
非常時の給水
訓練があると
回覧板がま
わってきました。
その時埼玉県
の給水車も参
加するとなって
いましたが、柳
都水の関係で
すか。

別件ですが、
下水道につい
て簡単な話を。
雨水は結構た
まる。



３班 安全
広報

その他
人材育成

他部署と
の連携

技術

国際

昔は「電気と水」は、タダで手
に入っていた。
⇒人口増加や工業化で金をか
けないと手に入らない。
⇒安全・安心の水には金がか
かることを市民に知らせる。

日本（新潟）の水道水は「安
全」であることを、自信をもって
宣伝して良いのでは！
苦労していることも。

現在と同じレベルの安全管理
をしていくためには、予算と人
材育成にかなりの労力が必要
であり、水道局が担う苦労話を
もっと市民に伝えてほしいと思
いました。

水の飲み比べのイベントでＰＲ
を。

小学生の社会科見学同様、大
人の社会科見学も実施してほ
しい。

広報について
広報紙の活用に再考を！

壁に貼ってあった子供さん（小
4）の感想に（出張授業をうけ
ての）、水は工場で作られてい
るのではないということがわか
りましたとあったのに、授業の
重要性を感じました。

水道水をもっと飲むようなア
ピールが必要。

水道水が安全というＰＲが不
足。

安全管理されていておいしい
水道水なのに、ジュースや牛
乳などを購入するほうに目が
向きがちだったので、もっと水
道水を飲む習慣をもちたいと
思いました。

若い人材の育成
（若いスタッフの敏感な舌の感
覚やにおいの感覚を、水質検
査に生かしていく。）

安全に管理された水が、蛇口
をひねれば出てくると何の疑
いもなく思っていたので。
意図的に外部からの何かが
ない限り信用度１００％でした。

飲料水と生活用水の区分け
はできないものか。

水道水をおしいしく。

川の水を浄化して飲料水とす
る。
①下水整備に伴い、河川の
汚れも少なくなる。
⇒下水道事業との連携が大
切。

川の水を浄化して飲料水とす
る。
②自然災害（土砂）による河
川の汚れを少なくする。
⇒土木工事主管部との連携
が大切。

監視体制について民間の導
入はいかがですか？

ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）
の「安全な水とトイレを世界中
に」という目標実現のため、日
本の浄水場の技術と知識を国
際的に活かし、貢献していく。
（安全な水の提供のため）

放射能汚染検査も含め、水
質検査の緻密さをさらに進め
ていってほしい（強化していっ
てほしい）と思います。（人の
チカラ＋機械・設備）

生物活性炭が実際に、塩素
（トリハロメタン）に含まれる発
ガン性物質をどのくらい抑制
してくれるのだろうか？
（問題ないレベルではあるか
もしれないが・・・・・）


